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（１）広域連携による文化財の保護と活用について（最終報告） 

  （２）健康寿命の延伸に向けた連携について（最終報告） 

  （３）地方創生に向けたＲＥＳＡＳの活用について（勉強会報告） 

５ 議  題 

 地域資源を活かした広域観光の推進について 

６ そ の 他 

７ 閉  会 
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第 11 回 

遠州広域行政推進会議 

会議資料 

開催日：平成 28年 7月 11 日(月) 

開催地：掛川市 
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広域連携による文化財の保護と活用について（最終報告） 

１．趣旨 

 文化財に関する施策では、従来のように保護するだけではなく、公開・活用すること

が求められる。昨年度から募集が始まった文化庁の「日本遺産」認定制度も文化財を国

内外に広く紹介し、広域で連携して観光・地域振興にもつなげることをめざしている。

文化財保護行政において、遠州広域に共通するテーマを設定し、各市町が連携した公開

事業を開催できるか研究する。 

２．体制 

 日本遺産については、三遠南信連携等、既存の枠組みを活用する。

また、「遠江歴史文化ネットワーク」を活用する。

３．研究内容 

①各市町に所在する幅広い文化財について、遠州広域に共通するテーマの設定（文化

財の種別や関係する人物など）及びその公開にかかる連携事業の検討 

②史跡等へのアクセスを向上するための広域連携事業の検討 

４．スケジュール等 

平成 27年 7月 9日 第 9回遠州広域行政推進会議（会場：浜松市）にて検討開始。 

8 月 27 日 遠江歴史文化ネットワーク幹事市（磐田市・浜松市）が調整。 

9 月 3 日 遠江歴史文化ネットワーク会議（会場：浜松市）にて提案、了承。 

共通テーマを「遠江の今川氏」として各市町に素材提出を依頼。 

10 月 5 日 提出期限。以後、文化財パネルの作成。12 月から展示開始。 

11 月 5 日 第 10 回遠州広域行政推進会議（会場：磐田市）にて中間報告。 

12 月 14日 家康公四百年祭クロージングイベント（浜松市）に出陳。 

 御前崎市・掛川市で関連展示を開催。 

平成 28年 1月 1日 

2 月 15 日 

（～8日）FM Haro!主催、プレ葉ウォーク開催イベントに出陳。 

三遠南信サミット（豊橋市）で、日本遺産申請を宣言。

同会場にて「祭礼と民俗行事」を展示。 

5 月 21 日～7月 18 日 共催パネル展「遠江の今川氏」（会場：浜松市博物館）

4月以降 新たなテーマで広域連携を継続。「街道」・「産業遺産」等。 

５．今後の連携取組等 

①遠州広域の共通テーマに関するパネルの巡回展を引き続き開催する。 

②三遠南信の無形民俗を日本遺産に申請する。※H29.2 に申請、H29.4 の認定を目指す。 

マップやルート設定を申請と合わせて協議し、認定に合わせた実現を図る。

  動画は各市町で制作済、日本遺産の認定を機に広域での編集を検討。 

資料１－１
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【参考：遠江歴史文化ネットワークの実績】 

 平成 20 年度(2008)から、静岡県西部を所管している全１２市町の歴史系展示施設や

文化財普及担当課が連携して、遠江の歴史や文化の情報を紹介する事業を開始。 

＜参考＞遠江歴史文化ネットワーク参加市町

湖西市 浜松市 磐田市 袋井市 掛川市 森町 

菊川市 御前崎市 牧之原市 島田市 吉田町 川根本町 

平成 21 年度から、参加する市町に共通するテーマを設けて情報を持ち寄り、パネル

を製作して巡回展を開催してきた。また、同様の仕様で解説文を印刷して配布。 

年度 （年） テーマ 

平成 21 年度 2009 「遠江の歴史的建造物 ～近代編～」 

平成 22 年度 2010 「遠江のやきもの」 

平成 23 年度 2011 「遠江の伝説と秘話」 

平成 24 年度 2012 「遠江の祭礼と民俗行事」 

平成 25 年度 2013 「わが町自慢の史跡」 

平成 26 年度 2014 「家康の名所・旧跡・伝説の地」 

平成 27 年度 2015 「遠江の今川氏（戦国武将ゆかりの地）」★H29 大河関連

平成 28 年度 2016 「遠江の今川氏」を巡回。「街道」「産業遺産」等を検討。

共通ロゴマーク

平成27年度「遠江の

今川氏」のパネル例 
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健康寿命の延伸に向けた連携について（最終報告） 

１ 趣旨 

平均寿命に代わって注目される「健康寿命」は、都道府県トップクラスの静

岡県、政令指定都市トップの浜松市など、遠州地域にとって大きな魅力となる

可能性を持っている。   

高齢者人口の増加や高齢者の高年齢化が急速に進み、健康寿命の延伸が各自

治体の共通の課題となる中、地域全体として健康寿命の延伸に向けた取組を検

討したもの。 

２ 研究内容 

 介護予防、お茶の効能などの健康寿命の延伸に関し、情報整理、意見交換及

び広域連携事業の検討を行った。 

３ 体制 

 健康寿命の延伸に係る内容に応じた担当者会議を適宜開催した。 

※介護予防に係る取組の詳細は、資料 2-2 のとおり。 

※お茶の効能等に係る既存研究の一覧等は、資料 2（別紙）のとおり。 

４ スケジュール等 

平成 27 年 7 月 9 日 第 9 回遠州広域行政推進会議（本テーマの決定等） 

8～9 月 お茶の効能等に係る取組の方向性検討（事務局、掛川市

（提案市）） 

10月 9日 第 1回介護予防事業に関する担当会議の開催 

（目的・研究テーマを確認、各市町の状況等の整理）

11月 5日 第 10 回遠州広域行政推進会議（中間報告） 

11～12月 お茶の効能等に係る既存研究調査の確認(各市町等) 

平成 28 年 1 月 5 日 健康寿命延伸に係るお茶の効能等関係課長会議 

（既存研究調査結果の共有、今後の方向性に係る議論等）

1月 29日 第 2回介護予防事業に関する担当者会議 

（特色ある取組の情報共有、広域連携の可能性のある事

業の選定） 

1～3 月 お茶の効能研究等に係る意向確認等（各市町） 

3～4 月 お茶の効能研究等に係る今後の方針の確認（各市町） 

5 月 第 3 回介護予防事業に関する担当者会議（書面協議） 

7月 11日 第 11 回遠州広域行政推進会議（最終報告） 

資料２－１ 
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５ 今後の連携取組等 

<介護予防> 

(１)遠州地域介護予防事業連絡会議を設置し、構成市町間における介護予防に

関する情報共有、意見交換等を図る。

(２)介護予防事業に取り組むボランティア団体に対し、情報や気づきの機会を

提供するための意見交換やボランティアスタッフ育成・確保等に係る研修

会を開催する。

<お茶の効能> 

(１)新規実証調査に関し、現時点では実施を見合わせるが、今後、東北大学 

（掛川市）との調整が調う目途がつくことや、他の研究機関による調査が

ある場合は、各市町の担当課で改めて検討した上で、必要な協力をする。 

(２)お茶の効能に係る取組として、下記につき可能な範囲での連携取組を各市

町の担当課で実施・検討する。

①お茶効能に関するシンポジウムや各種イベントにおける情報発信 

②県及び県立大学で集約するお茶の効能の研究等に関する継続的な情報

収集 

③お茶の合同 PR 販売会等の事業の実施 

18
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介護予防の取り組みと広域連携について（報告資料） 

１ これまでの経緯 

① 平成 27 年 7 月 9 日 第 9 回遠州広域行政推進会議 

 健康寿命の延伸に関して介護予防の取り組みの状況と情報交換の検討 

② 平成 27 年 10 月 9 日 第 1 回介護予防事業に関する担当者会議 

 研究テーマ 

「介護予防事業の展開における情報共有と広域連携の可能性の検討」 

③ 平成 27 年 11 月 5 日 第１０回遠州広域行政推進会議 

 研究テーマの確認、進捗状況の報告 

④ 平成 28 年 1 月 29 日 第２回介護予防事業に関する担当者会議 

圏域における高齢者の現状把握 

各市町における介護予防の取り組み 

広域連携の可能性のある事業について意見交換 

⑤ 平成 28 年 5 月 第３回介護予防事業に関する担当者会議（書面協議） 

  取りまとめの方向性の確認 

資料２－２
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２ 遠州圏域における高齢者を取り巻く状況 

（１）高齢者人口、高齢化率（H27.4.1 住民基本台帳数値） 

（２）要介護認定者数 （H27.3.31 現在） 

区分 人口（人） 構成比 

要支援１ 5,202 人 9.5% 

要支援２ 5,661 人 10.4% 

要介護１ 14,735 人 27.0% 

要介護２ 9,529 人 17.4% 

要介護３ 7,434 人 13.6% 

要介護４ 7,374 人 13.5% 

要介護５ 4,730 人 8.6% 

合計 54,665 人 100.0% 

認定区分別 

区分 認定者数 構成比 認定出現率 

要支援 1～2 10,863 人 19.9% 3.1% 

要介護 1～5 43,802 人 80.1% 12.5% 

合計 54,665 人 100.0% 15.6% 

年齢別 

区分 認定者数 構成比 認定出現率 

65 歳～74 歳 6,156 人 11.3% 3.4% 

75 歳以上 48,509 人 88.7% 28.4% 

合計 54,665 人 100.0% 15.6% 

前期高齢者と後期高齢者との割合

後期高齢者

75歳以上

170,905人

48.8%

前期高齢者

65歳～74歳

179,112人

51.2%

区分 人口（人） 構成比 

総人口 1,393,360 100.0%

高齢者人口 350,017 25.1%

 65歳～74歳 179,112 12.9%

 75歳以上 170,905 12.2%
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（３）心身の状況 

※虚弱な高齢者の約３分の２は７５歳以上が占める。 

これらの高齢者の介護認定出現率を上げない施策⇒介護予防事業が重要 

要介護1～5,
43,802人,

12.5%
要支援1～2,

10,863人,
3.1%

虚弱な高齢者,
41,704人, 

11.9%
元気な高齢者

253,648人,
72.5%

高齢者人口

350,017人

虚弱な高齢者の年齢別内訳

65歳～74歳
13,689人
32.8%

75歳以上
28,015人
67.2%

※虚弱な高齢者とは、介護予防の生活

機能基本チェックリストで身体機能の

低下が見られると判定され、要支援又

は要介護状態になる恐れのある高齢者
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（４）圏域における総人口、高齢者人口、高齢化率、認定出現率の将来推計 

（５）介護給付費の推計 

上昇が見込まれる認定出現率の伸びを介護予防事業への積極的な取組み

により、0.3%又は 0.5%抑制した場合、10 年経過後の平成 37 年度には、 

介護保険給付費は、0.3%抑制の場合約 23 億円 0.5%抑制の場合約 38 億円

の削減効果があると試算。（給付費平均単価は固定で試算） 
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３ 担当者会議における検討 

（１）各市町における介護予防事業の取組み 

ア 実施状況の把握 

各市町が実施する運動器の機能向上を図る予防事業は合わせて 23

事業 

市町ごとに事業内容は多種多様 

市町 事業名 参加者数(名)
運動機能向上ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ教室 379
ﾛｺﾓｰｼｮﾝﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ 525
通所型･訪問型介護予防事業(運動) 233
転倒予防教室 183
健やかﾌｨｯﾄﾈｽ 17
健康じるし教室 132
ぴんぴん教室 2,387
地域はつらつ元気ｱｯﾌﾟ講座 526
はつらつ運動教室 416
かろやか運動教室 62
ほがらか運動教室 82
ｼﾆｱ ﾉﾙﾃﾞｨｯｸｳォｰｸ教室 85
筋力ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ教室等 30
運動ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ教室(ぷるる運動) 33
転倒予防教室 65
元気はつらつ教室運動ｺｰｽ 56
ﾛｺﾓ予防教室 35
運動機能向上教室 33
生き生き体操体験講座･ﾛｺﾓ予防教室 685
吹き矢普及･ﾐﾆﾄﾗﾝﾎﾟﾘﾝｳォｰｸ教室 1,113
歩友ｳォｰｷﾝｸﾞ教室等 87
元気あっぷ運動教室 29
もりﾄﾚ倶楽部 15

※平成26年度実績

菊川市

牧之原市

森町

浜松市

磐田市

掛川市

袋井市

湖西市

御前崎市

イ 介護予防事業の課題 

≪主な意見≫ 

介護予防事業への参加率が少なく、参加者が固定的で女性が中心 

短期集中型の事業では、事業効果の維持や取組みの継続が課題 

二次予防事業対象者の把握が困難 

市民ボランティアの養成や指導スタッフなどの人材確保が課題 
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6

（２）広域連携の可能性 

≪主な意見≫ 

今後も特徴的な各市町の取組み事例の情報共有及び情報交換を

行いたい。 

介護予防を行うボランティア団体の交流会や意見交換会の開催

を検討してはどうか。 

地域の実情が異なるため、広域的、統一的な取組みを直ちに行う

ことは困難。 

４ 今後の取組み 

  これまでの担当者会議における意見等を踏まえ、介護予防に関する積極的

な情報共有や研修会の開催を通じ、地域の実情にあった施策立案を検討する

こととし、下記の方向性で今後取組むこととする。 

（１）遠州地域介護予防事業連絡会議の設置 

下記事項を中心に、構成市町間における介護予防に関する情報共有を図 

り、各市町における介護予防事業に関する施策立案の参考とする。 

また、必要に応じ、介護予防事業に関する意見交換等の会議を開催する。 

ア 運動器機能向上の取組みの内容や実施状況及び効果 

イ 健康産業事業者からの事業提案 

（２）介護予防の取組みを行うボランティア団体に対する研修会の開催 

介護予防事業に取組むボランティア団体に対し、他団体の活動に関する 

情報や気づきの機会を提供するための意見交換やボランティアスタッフの

育成・確保などに関する研修会を開催する。 
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お茶の効能等にかかる既存研究

結果等 被験者

緑茶コホート研究 アンケート調査や血液検査、身体測定などを通じ
て、緑茶飲用の生活習慣や健康状態の基礎調査を
行った後、追跡調査により生活習慣と病気の関連
性を調査。

ベースライン調査を実施済。
現在、追跡調査を実施中
（別紙１－２参照）

掛川市民
（1,164名）

緑茶介入試験 お茶の試験食品を12週間継続摂取し、血液検査な
どにより緑茶の生活習慣病予防効果を調査（やぶ
きた茶エキス粉末、べにふうき茶エキス粉末、緑
茶成分のない粉末で比較）。

やぶきた茶エキス粉末を12週間飲み続けた人は、悪玉コレステ
ロールが平均9.02mg/dl減少し、ウエストも1.86cm細くなった。
（別紙１－１、１－３参照）

掛川市民
（3年間累計413名）

緑茶の形態による
吸収への影響解析

緑茶に含まれるカテキン類の体内への吸収につい
て、緑茶を入れる温度、時間、茶葉の粒度、飲み
方の違いなどが与える影響を調査。

①粉末の場合、EGCGとECGは粒径の小さい方が吸収率が良い
②粉末の場合、牛乳さらにビタミンEを添加した方が吸収率が上が
る傾向にある（EGCGで有意差あり）
③(2)抽出液の場合、牛乳、豆乳、牛乳＋卵黄の添加では変化はな
かった
④ちび飲みより一気飲みの方が吸収率が良い
（別紙１－４参照）

緑茶カテキン感知
機能

緑茶の中にあるカテキンを、効率よく体内に吸収
するには、どのような生活習慣が適しているかを
研究。併せて、カテキンが体内でどのようなメカ
ニズムで解毒などの効果を示すのかも研究。

「べにふうき」の摂取により、Nrf2（※酸化ストレス防御機構の
中心的な役割を担う転写因子）の発現量が増加する可能性が示さ
れた。
※「酸化ストレス」は様々な疾患を引き起こすとされる。
（別紙１－５参照）

2

ふくろい発!!茶れんじ健康プロジェクト 袋井市　総合健康センター健
康づくり課健康企画室（旧健
康推進部健康づくり政策課健
康企画室）

3,741千円
（平成26年度）

実施：平成26年度 白茶・黒茶の血糖値抑制作用は不明。ただし、調査を通して被験
者の運動習慣の改善や知識の向上が見られた。
（別紙２参照）

袋井市民
（100名）

3

べにふうき飲茶によるスギ花粉症の鼻閉改善 菊川市立総合病院（石崎久
義）

不明 論文発表：平成25年度 「べにふうき」の継続的な飲用が、アレルギー症状の改善や緩和
に効果的との結果が出た。
（別紙３－１、３－２参照）

スギ花粉アレルギー性鼻
炎などの患者（104名）

4

静岡県高齢者コホート調査
（論文：日本の高齢者における緑茶の消費と死亡率
～静岡県高齢者コホート試験～）

静岡県総合健康センター

(論文発表者:岡山大学医歯薬
学総合研究科　鈴木越二）

不明
（参考）
・平成25年度第2期調査（初回
調査）→約9,800千円
・平成17年度追跡調査→約
3,500千円

実施：
○初回調査
  平成11年度
○追跡調査
  平成14,17,20年度

(論文発表：平成21年度)

（静岡県のプレスリリース）緑茶を１日当たり７杯以上飲む高齢
者は、緑茶をほとんど飲まない高齢者に比べて、死亡率が半分以
上減少した。
（論文検索サイトのアブストラクト）緑茶の消費量が、すべての
原因による死亡率、心血管疾患にによる死亡率の減少に関連す
る。また、大腸がんの予防効果を有しうることを示唆する。
（別紙４－１、４－２参照）

静岡県民
（初回の回答者14,001人）

5

静岡県立大学茶学総合研究センター実績報告書 静岡県立大学茶学総合研究セ
ンター

不明 公表：平成26年度 下記の結果などが報告されている。
・健康寿命の延伸について、ストレスは大きな阻害要因と考えら
れるが、お茶に含まれるテアニンによる抗ストレス効果について
下記の結果を得た。

カフェインやカテキンの共存でテアニンの抗ストレス効果は打
ち消されるが、テアニンの量が多い場合や、カフェイン量を抑制
する場合は、抗ストレス効果が期待できる。
（別紙５参照）

6

～緑茶と健康のメカニズム～
機能効用ナビゲーション2013

静岡県経済産業部 農林業局
茶業農産課
（公益財団法人世界緑茶協会
へ委託）

公表：平成25年度 お茶の成分が、健康寿命の延伸に関連する「がん抑制」「メタボ
関連疾患予防」「老化抑制」「脳機能調整効果（認知症予防、脳
卒中予防、脳機能改善・増強）」「骨粗しょう症予防」などに効
果があことを報告している。
（別紙６参照）

参考

栄養疫学調査（「三ヶ日町研究」）
※ウンシュウミカンの疫学研究

（独）農研機構 果樹研究所

＜共同研究者＞
国立長寿医療センター研究所
疫学研究部

＜協力＞
浜松市北区三ヶ日協働セン
ター（旧三ケ日町住民福祉
課）

不明 実施：平成14年度～ ①ミカンをよく食べる人は肝疾患のリスクが低い
②ミカンをよく食べる人は動脈硬化のリスクが低い
③ミカンをよく食べる人はインスリン抵抗性のリスクが低い
④ミカンをよく食べる人は骨密度低値のリスクが低い
⑤ミカンをよく食べる人はメタボリックシンドロームのリスクが低い
⑥喫煙・飲酒習慣は血清カロテノイド値に影響を及ぼす
⑦β－クリプトキサンチンとビタミンCの両方の摂取が多い人は骨密度低
値のリスクが低い
⑧ミカンをよく食べる人閉経女性では骨粗しょう症の発症リスクが低い
⑨ミカンをよく食べる人は脂質代謝異常症の発症リスクが低い
⑩ミカンをよく食べる人は糖尿病の発症リスクが低い
⑪ミカンをよく食べる人は非アルコール性脂肪肝の発症リスクが低い
⑫ミカンをよく食べる人は動脈効果の発症リスクが低い
⑬ミカンをよく食べ、且つビタミンCの摂取量が多い人は骨粗しょう症の
発症リスクが低い
（詳細は別紙７－１、７－２参照）

浜松市民
（旧三ケ日町民）
（累計457名）

緑茶のもつ生活習慣病改善効果の検証と効果的な摂
取を可能にする新食品の開発
（掛川スタディ）

県民の健康寿命の延伸につながる要因を特定するために、アンケート
調査及び追跡調査を実施。調査データから岡山大学の鈴木教授が緑茶
消費と死亡率についての論文を発表した。

平成26年度に静岡県立大学に開設された「茶学総合研究センター」の
年次報告。以下の研究について報告。
　１）緑茶の抗ストレス性などの解明
　　①緑茶の香りの機能性
　　②玉露による抗ストレス性作用の検証
　　③低カフェイン緑茶によるストレス軽減効果
　２）緑茶の様々な機能性の解明に関する研究
　　①緑茶抽出物の放射線防護効果に関する研究
　　②茶の根の抽出物が老化ラットの脳機能を改善する効果
　　③低カフェイン茶を用いた後発酵茶の開発と抗肥満効果
　　④脳の老化抑制作用における緑茶カテキン分子の違いに関する検討

緑茶の機能性・効用について、28人の研究者が32項目にわたる健康機
能を解説した冊子。以下についての記事を掲載。
（１）がん抑制効果
（２）メタボ関連疾患予防効果
（３）肝機能保護効果
（４）老化抑制効果
（５）脳機能調整効果
（６）アレルギー緩和効果
（７）自己免疫疾患予防効果
（８）抗菌、抗ウイルス効果
（９）抗乾癬（かんせん）効果
（10）骨粗鬆症予防効果
（11）歯周病予防効果
（12）腸内細菌叢調整効果（おなかの調子をよくする効果）
（13）留意すべき緑茶の作用

旧三ヶ日町民を対象とした栄養疫学調査で、平成15年度から開始。平
成17年度からは骨密度の項目を追加し、4年間の追跡調査を実施(対象
者457名）。

概要
実施年・発表年

実施：平成21年度～平成
23年度

※コホート調査は追跡調
査を実施中

※緑茶カテキン感知機能
に関する研究は平成22～
23年度に実施

市民モニター100人を２群（各50人ずつ）に分け、白茶・黒茶を３ヶ
月間飲用してもらい、血液検査・アンケート調査により、血糖値・生
活習慣の変化を調査。

スギ花粉アレルギー性鼻炎などの患者を対象に臨床実験を実施。

東北大学大学院（栗山進一）

＜合同研究者＞
(独）農研機構　野菜茶業研
究所（山本（前田）万里）
九州大学大学院（立花宏文）
掛川市立総合病院（鮫島庸
一）

＜協力＞
掛川市

№ 実施者等 事業費
内容

83,500千円
（平成21～23年度）
※追跡調査にかかる予算は不
明
※農林水産省委託事業

研究・論文・レポート等の名称

1

資料２－３
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■平成28年度の静岡県等の主な取組
No 事業等の名称 概要 取組主体 備考

1
明日のしずおか茶
育成事業補助金制
度

静岡県の茶業の振興を図るために事業を行う団体等に補助
金を交付。

静岡県

2
しずおか茶いろど
り見本市

魅力溢れる静岡茶を、来場された方々に知っていただく、
商談・試飲・購入が可能な交流商談会で、東京、大阪、名
古屋など、全国主要都市で開催。静岡県内の伝統ある茶問
屋から知る人ぞ知る生産者まで、多数の事業者が一堂に会
し、深蒸し茶のほか、希少な山のお茶屋特徴ある茶種・形
態などの多彩あ静岡茶を出品。

静岡県

3
第6回世界お茶ま
つり

お茶の魅力を国内外に発信するため、静岡県が2001年から
3年おきに開いている。5月に春の祭典、10月に秋の祭典を
開催。

静岡県

4 緑茶の表示研修会
県内茶生産者、茶商、農協、市町、農林事務所茶業担当職
員等を対象に緑茶に関する表示ルールについて解説。

静岡県

5
ふじ３３プログラ
ムの普及

普段の生活で実行可能な「運動」・「食生活」・「社会参
加」の３つの分野の行動メニューを３人１組でまずは３か
月実践することで、望ましい生活習慣の獲得を目指すプロ
グラム。

静岡県

6
健康マイレージ事
業

市や町が実施する健康マイレージ事業など先進的な健康づ
くり事業への支援

静岡県

7
ふじのくに健康づ
くり推進事業所宣
言

個人の健康づくりや企業・事業所の健康経営の取組を後押
しするため、県と企業・事業所が連携して健康づくりの目
標を宣言する仕組みを整え、その内容を公表・周知するこ
とで、県全体の取組の輪をひろげ、健康づくりの推進と意
識の高揚を図る。

静岡県

8
健康づくり活動に
関する知事褒賞

健康増進に関する活動に積極的に取り組み、今後もその活
動が期待できる事業所等を表彰し、職場における健康づく
りを推進することを目的として創設した褒賞制度。

静岡県

9
お塩のとりかた
チェック票の作成

本県の脳血管疾患の死亡数が全国平均よりも多いことか
ら、高血圧の予防として、「お塩のとりかたチェック票」
を活用して、5年で5%の減塩を目指す。（減塩55プログラ
ム）

静岡県

10
特定健診・特定保
健指導実践者育成
研修会

静岡県と静岡県保険者協議会と共催により、特定健診・特
定保健指導事業を効果的に企画・立案・運営するととも
に、対象者の行動変容につながる保健指導を行うことがで
きる実践者を育成する研修を実施。

静岡県

資料２－４
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No 事業等の名称 概要 取組主体 備考

11 健康寿命の研究
県民53万人分の特定健診データの市町別分析や、緑茶の研
究などを強化し、市町の健康づくり施策を支援するととも
に県民にも情報提供。

静岡県

12

みんなで取り組む
健康寿命条例
（今年度制定予
定）

県民一人一人の主体的な取り組みによる『健康寿命日本
一』の継続発展を目指すことを目的として条例を制定する
もの。

静岡県

13
「社会健康医学」
基本構想検討委員
会の立ち上げ

日本一の健康長寿“ふじのくに”を実現するため、平成28
年度末を目途に、県民の健康寿命の更なる延伸を図るため
の基本構想を取りまとめる。

静岡県

14
内閣府主催シンポ
ジウムでの取組紹
介

6月17日(金)開催の内閣府主催シンポジウムにおいて、川
勝知事が、静岡県の健康寿命日本一に向けた取組を紹介。
特定健康データの「見える化」が健康への意識向上に寄与
することを強調。

静岡県

15
健康寿命日本一に
向けたふじのくに
の挑戦

静岡県独自の、生活習慣改善プログラム「ふじ33プログラ
ム」を開発。市民49万人の特定健診データを分析し、市町
村健康マップの作成や、民間企業等の参画による健康マイ
レージ事業、健康寿命の研究等も展開。

静岡県

第1回健康寿命をのば
そう！アワード(※)
厚生労働大臣最優秀
賞

16

住み慣れた地域で
最期まで暮らせる
支援拠点『ふくし
あ』（地域健康医
療支援センター）
の取組

組織横断的な地域医療支援センター「ふくしあ」を設立
し、年齢や健康状態を問わない高齢者支援体制を確立。

掛川市
第4回健康寿命をのば
そう！アワード
厚生労働大臣優秀賞

17

健康寿命をのばそ
う！いつまでもた
のしく、オシャレ
に、かっこよく！
アクティブシニア
を応援 仲間と一
緒に自立体力プロ
グラム

高齢者の自立体力維持を目的にした「自立体力テスト」を
静岡大と共同開発し、普及を目指す。

羽立工業
㈱

(湖西市)

第4回健康寿命をのば
そう！アワード
厚生労働省老健局長
優良賞

※健康寿命をのばそう！アワード
　厚生労働省が、生活習慣病の予防の啓発、地域包括ケアシステムの構築に向け介護予防・高齢者生活支援及び母
子の健康増進に関して優れた取組を行っている企業・団体・自治体を表彰する制度。

資料2-4(別紙)参照
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※「資料２－４（別紙）新聞記事」については、著作権の関係により割愛します。





地方創生に向けたＲＥＳＡＳの活用について 

（勉強会実施概要）

１ 開催概要 

【日 時】平成 28年 2月 25 日（木）14 時 30 分から 16 時 00 分まで 

【場 所】浜松市地域情報センター ホール 

【テーマ】地方創生に向けた RESAS の活用について 

２ 講  師 

・株式会社チェンジ取締役 高橋 範光 氏 

３ 出 席 者 

・首 長 等05名（浜松市長、掛川市副市長（代理）、御前崎市副市長（代理）、

湖西市企画部長（代理）、菊川市企画財政部長（代理）） 

・一般職員 60名（遠州広域行政推進会議を構成する 8市 1町の職員等） 

４ 次  第 

（１）開会 

（２）座長あいさつ（浜松市長） 

（３）講演（60 分） 

（４）質問・意見交換（20 分） 

（５）その他 

（６）閉会 

５ 概  要 

・地方創生にかかる地方自治体の政策立案、実行、検証の支援のために国が整備した「RESAS」

の活用をテーマに、今後の各自治体の政策・事業及び自治体間の広域連携のヒントとするこ

とを目的に勉強会を開催。講師による講演の後、意見交換を行った。 

・講師より下記に留意して、RESAS を活用するよう示唆をいただいた。 

①RESAS ありきではなく、現場の課題／思いをもって、様々なデータを活用する 

②RESAS は、比較、可視化、課題発見に価値あり 

③最低限の分析スキルは身に付け、高度なスキルは専門家に依頼 

  ・講演後の質問・意見交換では、「RESAS の分析結果について自分達の実感と異なることがあ

るが、使用する上で気を付けるべき点などはあるか」、「国から提供された RESAS をどのよう

に活用していけばよいか」などの質問があった。 

資料３ 
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議題 地域資源を活かした広域観光の推進について 

【提案趣旨】 

・人口減少・少子高齢化に直面する我が国の最重要課題である「地方創生」

の取組の一つとして、交流人口の拡大により、地域活性化と移住定住の推

進が期待されるところである。 

 ・本地域では、富士山静岡空港を拠点とした旺盛なインバウンド需要や、平

成 29 年大河ドラマ「おんな城主 直虎」の放映など、観光等の強化による

地域活性化の追い風を受けている。 

 ・こうしたチャンスを十分活かし、各市町連携のもと、交流人口の更なる拡

大と地域活性化に向け、遠州地域の歴史的観光資源を活かした広域観光の

推進について議論を深める。 

【各市町の現状と課題（主なもの）】 

《現状》 

・徳川家康をはじめとした歴史上の人物と地域との関わりを活かしたシティプ

ロモーション（ガイドブック、周遊コース等）【全市町】 

・城址や関所などの史跡を観光拠点として活用したツアー等の取組（バスツア

ー、プレゼントキャンペーン等）【袋井市】 

・文化財の保護や町並みの景観形成【湖西市】 など  

《主な課題》 

・井伊家、徳川家、今川家、武田家等、多岐にわたる歴史遺産を関連づけるテ

ーマ設定【菊川市、牧之原市】 

・他地域と連携した効果的な情報発信や誘客の取組、観光施設の歴史的背景の

PR 不足【掛川市、袋井市】 

・大河ドラマを契機とした観光資源としての「直虎」の更なる魅力向上【浜松

市】 

【連携・研究希望事項（主なもの）】 

・遠州地域周遊を喚起するための歴史ストーリー創出とモデルコース検討 

・広域連携による県外や海外への情報発信 

・交流人口の増加を、地域におけるにぎわい創出や地域産業の活性化につなげ

る仕組みの研究 

資料４－１

37



【参考】井伊直虎について 

 井伊直虎は、のちに徳川四天王「井伊の赤鬼」として活躍し、たぐいまれ

な出世を成し遂げた井伊直政の後見人として、井伊家存続の危機を救った女

性領主。井伊家当主・直盛の一人娘として生まれ、家臣の謀略により許嫁が

失踪したことから、龍潭寺で出家し「次郎法師」と名乗った。その後、今川、

徳川、武田の覇権争いに巻き込まれ、次々と男子を失った井伊家を救うため、

龍潭寺南渓和尚の計らいで「井伊直虎」を名乗り、井伊家受難の時代を救っ

た。 

《大河ドラマ放送予定》 平成２９年１月から１年間
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議題に関する各市町取組調査票

自治体名 現状と課題 井伊直虎関連など歴史遺産を観光資源とする取り組み 連携・研究を希望する事項 備考

浜松市

徳川家康及び井伊直虎を活用したシティプロモーションを実施。
直虎マスコットキャラクターは、出世大名家康くんとセットで運用予
定。
大河ドラマ終了後も継続して、誘客するためのコンテンツ作りが課題

大河ドラマ館の開設（H29.1～H30.1）
家康の散歩道等、歩いて巡るコースの整備。
市内の関連する史跡の看板整備、ゆかりの地ガイドブックの作成。
全国家康公ネットワークへの参加。
家康公祭りの開催(年1回)

周遊モデルコースの研究（例：徳川・武田等の侵攻ルート）
ストーリーの創出（例：合戦・和平等歴史的事件の現場、今川
家・井伊家ゆかりの古城）

ゆかりの地フォーラム等の開
催（８月２６日、彦根市、高
崎市等を含め、直虎フォーラ
ム開催予定）※参加呼びかけ

磐田市
■遠江歴史文化ネットワークにおいて「遠江の今川氏」と題してパネル
原稿の作成を依頼。
■平成27年度に今川氏関係文書等を市指定文化財とした。

■パンフレットへの関連古跡の記載
■西部地区の市町が所属する西観協では井伊家ゆかりの地マップを作成し広
くPRしていく予定。また、東海道ウォークの需要も高まることが予想される
ため、東海道に関するマップを作成し集客に繋げたいと考える。

■ネットワーク会議で連携できる事業について協議したい（パネ
ル展・ウォーク等のイベント、合同パンフレットの印刷等）。

掛川市

掛川市には掛川城・高天神城・横須賀城の三城あるが、それぞれが単独
でＰＲしており連携した取り組みがなされて来なかった。
掛川城は今川氏と井伊氏との繋がりがあり、更に高天神城と横須賀城は
武田氏と徳川氏の戦乱の場所であったことが広くＰＲされていない。

左記のことから、今秋に旅行会社の商品造成担当者をお呼びしてファムツ
アーを実施する計画である。
井伊氏を訪ねるお客様が増える来年を迎えこの機会に連携したＰＲを考えて
いる。

左記のツアーに同行していただき情報共有することも可能。

袋井市

　袋井市有数の観光資源である遠州三山（法多山・可睡齋・油山寺）そ
れぞれの特徴や催しをＰＲし、それらを周遊してもらう仕組み、きっか
けづくりを行っている。（遠州三山を巡るバスツアー、三山のお寺を巡
るプレゼントキャンペーンなど）
　また、歴史文化館では「袋井市にゆかりのある武将の墓」「徳川家康
公と袋井ゆかりの武将・寺社」等をテーマにした展示会を開催している
が、他の地域と連携した効果的な情報発信や誘客が課題である。

　可睡齋と油山寺は井伊家に"ゆかり"があるため、花や紅葉、各寺が持つ文
化財と「可睡齋ひなまつり」などの新しい取り組みと併せてＰＲしていきた
い。

　県外・海外など他地域に向けて、井伊直虎・歴史・自然などの
情報を、広域の情報としてまとめて発信することが効果的と考え
る。
　また、歴史文化事業では、すでに関連する市と共同で巡回展を
開催しているが、情報発信素材として、周遊モデルコースの研究
を希望する。

湖西市

東海道の要所、新居関所のある湖西市は、平成27年3月に関所の西に
あった大御門を歩道上に復元し、文化財を核とした町並みの景観形成を
すすめている。また、新居宿と白須賀宿の宿場文化を伝える資料館等が
ある。

新居宿と白須賀宿をつなぐ街道マップ、宿場内を紹介する町歩きマップを作
成。
歴史遺産を行かした着地型観光プログラムの造成。

東海道の宿場同士が連携する仕組み
（宿場名物の今昔パンフ）や県域を越えた宿場連携の取り組み
スマートフォンなどを活用した、外国人向けの案内アプリの研究

御前崎市

井伊家と新野左馬助公との歴史の繋がりを地域活性化に向け御前崎市全
体への波及効果に繋げていくことを目的に直虎応援プロジェクトを立ち
上げた。今後、情報発信、観光ルートの開発に取り組む。施設整備、駐
車場の確保などが検討課題である。

新野左馬助公パンフレット作成。
新野地区周辺史跡マップ掲示板作成。
看板整備。
新野地区まるごとマップ作成中。
左馬助のぼり旗作成。
ポスター作成中。
左馬武神社周辺ハイキングコースの整備。

近隣各市町との歴史周遊コースの検討。

菊川市

【現状】
菊川市は井伊直虎との直接的な関わりがほとんどないが、遠州灘御前崎
県立自然公園に指定されている横地城跡や、家康公とゆかりのある史跡
等があり、地元管理団体が主催しイベント等を開催している。

【課題】
直虎を軸として広域観光を進める場合には、家康公も含め広域的な観光
施策を検討する必要がある。

・遠州灘御前崎県立自然公園に指定されている横地城跡や、家康公とゆかり
のある史跡等があり、地元管理団体が主催しイベント等を開催している。

・直虎等の歴史遺産を目的として県西部を訪れた方が、西部の自
治体を横断的に見て回れるような観光ルートの研究

・交流人口の増加を、地域の賑わい創出や地域産業の活性化につ
なげる仕組みの研究

牧之原市

歴史遺産の偏り。例えば、井伊家ゆかりのものはほとんどなく、今川家
や徳川家に関する文化財が比較的ある。ただし、それらも恒常的に公開
できるものは少ない。これらをどのようなテーマで繋ぎ、整備・公開す
るかが課題である。

関連史跡・文化財の看板整備・ガイドブックの作成中（英語・中国語など外
国語にも対応する）。
市内の歴史的建造物や古民家を使用したフィルムコミッション。

遠州全体の歴史を総括したストーリーの創出とそれに基く周遊
コース・観光コースの整備（例：戦国時代の遠州、今川氏の遠州
侵攻、井伊氏の家臣たちなど）。
各地を巡回可能な大河ドラマ展示または展示品の一部借用。

森町

３年に１度森の石松の「石松まつり」を実施。（他の年は石松供養祭）
３箇所の神社において国指定文化財の舞楽を実施し、毎年補助金を支出
している。
文化財建造物の保護・保存のため所有者・行政ともに多額の経費が必要
となること。

遠州の小京都としての基本構想を示し、これに係る文化財の公開や整備を
徐々に進めている。
武田・徳川の攻防による諸城の案内看板等を整備し、広く一般に公開し、地
元保存会の協力を得ている。
遠州の小京都としての町並みの活用を支援している。
国指定重要文化財「友田家住宅」の保存・整備への助成及びその周辺の自然
環境の維持
町所有の文化財建造物（土蔵）を整備し、文化財に指定した（旧江間家土
蔵）。
海外観光客向けに、遠州の小京都のパンフレット（英語、中国語）を作成
戦国夢街道ハイキングコースの整備

大河ドラマ「おんな城主直虎」の時代における遠州地方の関連関
係の洗い出し（遠州 劇の舞台、天宮神社、天方城、飯田城等ゆ
かりの古城など）
遠江国府・一宮を中心とした遠江国内の歴史的・文化的中核都市
としての位置づけ（遠州の小京都たる由縁）
戦国期における城郭遺構の調査と保存活用

※この他、今年度、天竜浜名湖線市町会議（浜松市、掛川市、袋井市、湖西市、森町等で構成。）において、大河ドラマ「おんな城主直虎」に関する車両ラッピングや駅舎装飾を計画。
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